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東京駅延伸に係る要望書 

 
 

 

 

令和７年 6月２５日 

 

つくばエクスプレスと都心部・臨海地域地下鉄の 

接続事業化促進期成同盟会 

会長 守谷市長 松丸 修久 

 



 
貴社におかれましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で落ち込

んでいた利用者もコロナ禍以前の水準に戻り、令和６年度の決算は３期連

続で最終利益を計上するなど、着実に実績を積み上げておられることに敬

意を表します。  

 

さて、つくばエクスプレスの東京駅延伸については、平成２８年４月の

交通政策審議会第１９８号答申で、「事業計画の十分な検討が行われるこ

とを期待」と記載され、令和３年７月の第３７１号答申では、都心部・臨

海地域地下鉄構想との「接続も含め事業化に向けて関係者による検討の深

度化を図るべきである」との見解が示されました。 

東京都では、令和４年１１月に都心部・臨海地域地下鉄構想の事業計画

案を公表し、令和６年２月には、都心部・臨海地域地下鉄の事業への参画

を予定し、整備主体と営業主体、東京都を含めた３者での合意が発表され、

事業計画の検討が加速しています。 

こうした状況を踏まえ、「つくばエクスプレスと都心部・臨海地域地下

鉄の接続事業化促進期成同盟会」としては、関係自治体、鉄道事業者等に

よる検討の深度化を図り、早急に東京駅延伸の実現に向けての取組を強化

することが重要であると考えています。 

つきましては、貴社におかれましても、つくばエクスプレスの東京駅延

伸の効果、需要予測等の調査を早急に実施していただくと共に、「つくば

エクスプレスと都心部・臨海地域地下鉄の接続事業化促進期成同盟会」と

の連携を進め、これを強化していただきますよう要望いたします。 

 

以上の要望を踏まえ、貴社の見解や対応について書面にてご回答いただ

きますよう、重ねてお願い申し上げます。 
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